
能狂言研究への招待

パフォーマンスと表象
日本古典籍セミナー

パフォーマンスの規則と記録 山中玲子

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「文字資料による能の演出研究」→パフォーマンスの規則と記録

講演要旨：能や狂言は、室町時代に成立し現在まで演じ続けられている演劇です。そのため、研究には現在の上演を見ることも必要です。ただし、現在の能と室町時代の能はけっして同じではありません。古い時代の演出を知るためには、型付、囃子伝書、役者たちの逸話等々の資料を読み解くことも必要になります。録画技術が無い時代、演じられては消えていくパフォーマンスはどのように書き留め伝えられてきたのか。我々はその 資料を研究にどう利用できるのか。いくつかの例を紹介します。



本日の概要

自己紹介

１） 能狂言への招待

２） 表象の道具（面・装束・所作のきまり）

３） パフォーマンスの規則と記録
（どんな研究ができるか）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１）　能狂言への招待

　表象の手段（道具）

３）　　

４）　絵図・記号・文字による記録と伝達




能楽（能狂言）への招待
能楽（能狂言）に関する基本情報



能とは

室町時代（14世紀半ば）

観阿弥・世阿弥父子によって大成

日本でいちばん古い演劇

面と美しい装束を用いる歌舞劇

脚本・音楽・演技に独自の様式

屋根付きの専用舞台



猿楽 ← 散楽

能
• 悲劇・奇跡
• 歌舞劇
• 悲しみ、恨み、執
心、懐旧、恋慕 等

狂言
• 喜劇
• せりふ劇
• ユーモア
• ホームドラマ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Noh and Kyogen are like siblings that don’t resemble each other very much.
Although Noh and Kyogen share the same origins (Sarugaku), they developed differently.
Noh is a serious drama, which usually enacts sorrow, resentment, nostalgia or love. Kyogen is a traditional comedy, whcich focuses more on humour.
以下では主に能について話します。




能と歌舞伎の違い

能

14 世紀

ミニマリズム

(省略・象徴)

化粧はしない / 仮面劇

男性役者 女性の役

女性の役者 男性役

歌舞伎

• 16-17 世紀
• 誇張
• リアリズム
• 化粧
• 男性役者 男の役

女の役
（女形）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Here are main differences between Noh and Kabuki.
As you know, in Noh theatre, female actors are officially approved as professional.
This is a big difference between Noh and Kabuki.

While Noh is characterized by minimalism, Kabuki performance is recognized as “exaggeration”.  Noh actors wear masks while Kabuki actors wear makeups, etc. etc.

 I hope you can learn about Kabuki at Waseda University.
 So let’s concentrate on Noh.
 
  



上演曲

現在の上演曲目は約２４０曲

よく演じられるのは１２０曲ほど

１５世紀までに作られた作品を繰
返し上演

作者不明の名曲も多い

新作も多少ある



何が出てくるか

１）源氏物語・伊勢物語等古典文学に登場
する貴族の男女の霊

２）源平の戦で死んだ武将の霊
３）地獄に堕ちた男女の霊

４）神・鬼・天狗・精など人間以外のもの

５）別れ別れになった親子や夫婦、芸能者、
武士など、現実の人間

銕仙会～能と狂言～
「写真館」

〈清経〉
http://www.tessen.org/archiv
e/photo/20161114-1/
2016年11月14日・観世銕之丞

〈胡蝶〉
http://www.tessen.org/archive/p
hoto/20120608-2/
2012年6月8日・鵜澤光

〈乱置壺〉
http://www.tessen.org/archive/p
hoto/20140113-3/
2014年1月13日・片山九朗右衛門

〈藤戸蹉跎之伝〉
http://www.tessen.org/ar
chive/photo/20140214-1/
2014年2月14日・大槻文藏

http://www.tessen.org/archive/photo/20161114-1/
http://www.tessen.org/archive/photo/20120608-2/
http://www.tessen.org/archive/photo/20140113-3/
http://www.tessen.org/archive/photo/20140214-1/


主な
パート

シテ：主役 「シテ中心主義」

ワキ：シテと応対しシテの演技を引出す役。僧・
神官・勅使など。面を着けない

ツレ・ワキツレ：シテやワキの従者。シテ的な演
技、ワキ的な演技をする他の登場人物

地謡：コーラス。出来事や情景、人物の心情などを
謡う

囃子：笛・小鼓・大鼓。曲によっては太鼓も

アイ：狂言の役者も能の中で一役を担う



現在能

• 現実の人間同士のドラマ
• 何事かが起こり葛藤を経て解決
• 鬼退治の話などもあり

〈望月〉シテ粟谷明生 ワキ殿田謙吉 子方大島伊織
笛一噌隆之 撮影：新宮夕海

銕仙会～能と狂言～
「写真館」

〈百万〉
http://www.tessen.org/archi
ve/photo/20120210-2/
2012年2月10日・柴田稔

http://awaya-akio.com/2017/02/07/post486/

http://www.tessen.org/archive/photo/20120210-2/
http://awaya-akio.com/2017/02/07/post486/


１ 僧や勅使などの旅行者（ワキ）がある
土地へ行くと、そこに住む里人（前シ
テ）が現れ、二人は言葉を交わす。

２ 里人は、その場所に関わる物語を詳し
く語った後、実は自分がその物語の中
心人物であることをほのめかして、姿
を消す。

３ ワキが待つうちに、先ほどの人物（後
シテ）が、今度は本当の姿で現れる。
そして、舞を舞ったり昔の様子を再現
して見せたりする。

〈野宮〉シテ粟谷明生 撮影：東条睦子

夢幻能

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記憶とか、何かを思い出すことは、私たちにとってとても大切なこと。




https://www.nohgaku.or.jp/encyclo
pedia/whats/stage.html

能舞台平面図（能楽協会サイトより）

国立能楽堂

銕仙会能楽研修所舞台

https://www.nohgaku.or.jp/encyclopedia/whats/stage.html


表象の道具
面・装束・所作の決まり



文化デジタルライブラリー

https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/

https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/


https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/modules/learn/

舞台芸術教材で学ぶ

https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/modules/learn/


文化デジタルライブラリー 能楽 世阿弥
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/index.html

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/index.html

https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/contents/learn/edc9/index.html






能を知る会横浜公演
ポスターより
https://eplus.jp/sf/detail/3817870001

公益財団法人鎌倉能舞台

https://eplus.jp/sf/detail/3817870001


能《羽衣》

ある春の日、漁師の白竜（ワキ）
が「美保の松原」で、松の枝にかか
る美しい衣を見つける。
家に持ち帰って宝にしようとする

ところに、呼びかける声がして、天
人（シテ）が現れ、衣を返してくれ
と頼む。白竜が拒むと、衣がなけれ
ば天上に帰れないと、天人は泣く。
その様子を哀れに思った白竜は、

天人の舞楽を見せてくれることを条
件に衣を返す。
天人は喜び衣をまとって舞を舞い、

国土に宝を降らせ、愛鷹山や富士山
を越えて舞い上がり、春霞に紛れて
消えていく。



https://youtu.be/w9kJXe_ckFM

能ひとつのはな

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一つの花　　



https://youtu.be/w9kJXe_ckFM


文化デジタルライブラリー
「能の演目と鑑賞」

〈羽衣〉



江戸時代後半のレパートリ－と、替演出の記録



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
南無帰命月天子

七宝十万の宝を降らし



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑬
Please look at this figure.  It shows the Mr Umano’s movements on stage viewed from above while he is performing a short dance Yuya.  You can see that he makes many movements around the stage.



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑭
And this shows the same movements, this time viewed from the side. Throughout these movements, the actor’s centre of gravity remains stable.



パフォーマンスの
規則と記録

能狂言研究への招待

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今までざっと見てきた能についての、やっと、研究の話。
国文学研究資料館の「古典籍セミナー」という枠組みで、そして、あらかじめ与えられたテーマが「パフォーマンスと表象」ということだったので、能のテキストを読み込み、典拠となったものを探すとか、脚本構造上の特徴を見いだすとか、ではないし、また、能に関わる重要な人物の生涯を明らかにするような研究でもない。
能のパフォーマンスについて、文字資料を用いる文学研究の手法でどんなことができるか、を紹介するのだろうと思って、このようなタイトルにしたわけです。



能の技芸伝承
•口伝
•口伝を書き留めた文書
•絵図
•ルールに沿った楽譜
•写真
•録音・録画

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
口伝・教えでも、初心忘るべからずや秘すれば花のようなものは除外　それは能楽論・能楽伝書。
具体的な舞い方、演奏方法に関する指示



京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター

YouTube 
能〈羽衣〉楽譜付（その２：縦書き譜と謡の横書き楽譜併記）
Noh 'Hagoromo' with full notations

https://youtu.be/zuMPY-Vm9Ck

https://youtu.be/zuMPY-Vm9Ck


能の技芸伝承
•口伝
•口伝を書き留めた文書
•絵図
•ルールに沿った楽譜
•写真
•録音・録画

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
口伝・教えでも、初心忘るべからずや秘すれば花のようなものは除外　それは能楽論・能楽伝書。

師匠が書き記して弟子に渡すこともあるかもしれないが、玄人間では、やはり弟子の方が聞いて書き留めたり、師匠の付を借りて写したりする






『世子六十以後申楽談儀』
（世阿弥の言葉を次男が書き留めたもの）

＊能に、成就せぬ為手有。泣くといふことに、袖
を目にあてゝ、やがて引く。あるいは、片目な
ど拭う様也。

＊女能には、小袖をも長々と踏み含み、肌着の練
などをも、深々と引廻し、閉ぢて、首筋より下、
肌を見すべからず。肌着をわが肌にしなすべし。

＊松風村雨の能に「わが跡弔ひて賜び給へ」の所よ
り寄らば、風情延ぶべし。「わが跡弔ひて」迄は
かゝへて持ちて「いとま申て」と云所より寄りて
「かへる」と云時帰れば面白き也。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な舞い方、演奏方法に関する指示

『風姿花伝第二物学条々』　「女」
　＊…衣・袴などをも長々と踏み含みて、腰・膝は　
　　直に、身はたをやかなるべし。顔の持ち様、あ　
　　をのけば見目悪く見ゆ。うつぶけば後姿悪し。
　　さて、首持ちを強く持てば、女に似ず。いかに
　　もいかにも袖の長き物を着て、手先をも見すべ
　　からず。…






法政大学能楽研究所蔵『岌蓮江問日記』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
天正10年（1５８２）から。下間少進。
舞台上に置く、作リ物の位置と、演じ方。
師匠である金春岌蓮に尋ねて教わったことの記録。



能楽資料集成３『下間少進集Ⅱ』より



法政大学鴻山文庫蔵『舞台之図』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、師匠にあたる人物が素人に向けて書いたものと言われている。

はじめより如此をく也。置様に子細有事也。口伝
全部書いているわけではない。→別の資料を探す。口伝を習った人が書き留めているかもしれない。



舞台之図（1596） 岌蓮江問日記（1582）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
…是は車もしばらくをくによりて、羽衣の松よりはすこし脇の方へよする心あり。
諸能の置合、尤可有故実事也。

天正１０年（1582）から慶長元年（1596）までの間に舞台の形が変わっている。
雑に描いたのかとも思いたいが、本舞台の中に、大小鼓が描かれているから、やはり変化している。
本舞台と後座の境界線を描いていないというわけでもないのは、柱の位置から判る。
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法政大学鴻山文庫蔵『童舞抄』 『岌蓮江問日記』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんな風に内容が違うのは、やはり14年の差のせいか。
他の時代の14年とは違う。ちょうど能の技法が整備されていく時代の14年。
あるいは、それぞれの文書の性質が違うのか（素人に向けて伝授したものと、自分が師から教わったことを書き留めたもの）




作リ物の形状や寸法の記録

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
竹と白いさらし布（ぼうじと呼ぶ）
蔓帯を巻いたりする。



笛の唱歌と
舞台上の動線

鴻山文庫 『神楽舞方伝書』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
絵図。
ここには、上半身の動きや扇の扱い方は書いていない。
どの譜でどこに行くか



鴻山文庫 『真徳鏡』より 乱拍子
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